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保育料に関する市民意識調査  
 

 

 

問１ あなたの年代をお答えください。（答えは１つ） 

１．10 代 

２．20 代 

３．30 代 

４．40 代 

５．50 代以上 

 

問２ あなたのお住まいの郵便番号を入力してください。（数字を入力） 

 

 

  
－ 

    

※郵便番号がわからない方は、お住まいの住所をご入力ください。（町名まで入力） 

   

 

 

問３ あなたの現在の就労状況等を選んでください。（答えは１つ） 

１． 会社員、公務員など 

２． パート・アルバイト 

３． 自営業・家業手伝い 

４． 内職 

５． 求職中 

６． 専業主夫・専業主婦 

７．その他（              ） 

 

問４ あなたの配偶者（夫・妻、又はパートナー）の現在の就労状況等を選んでください。（答え

は１つ） 

１． 会社員、公務員など 

２． パート・アルバイト 

３． 自営業・家業手伝い 

４． 内職 

５． 求職中 

６． 専業主夫・専業主婦 

７． 配偶者はいない 

８． その他（              ） 

 

問５ あなたの世帯の年間総収入（金額）*の合計はおよそどのくらいですか。（答えは１つ） 

*：年間総収入（金額）とは、すべての収入を含み、各種税金・社会保険料等天引き前の金額 

・共働きの場合などは、ご家庭の全体の金額 

・給与収入の場合、源泉徴収票の「支払金額」欄の金額 

・自営業者等の場合、確定申告書の「所得金額」の「合計」欄の金額（収入金額から必要経費を差し引いた額） 

１． 100 万円未満 

２． 100 万円以上 150 万円未満 

７．400 万円以上 600 万円未満 

８．600 万円以上 800 万円未満 

あなた（ご回答者）とあなたのご家庭についてうかがいます 

資料 ４ 
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３． 150 万円以上 200 万円未満 

４． 200 万円以上 250 万円未満 

５． 250 万円以上 300 万円未満 

６． 300 万円以上 400 万円未満 

９．800 万円以上 1,000 万円未満 

10．1,000 万円以上 1,200 万円未満 

11．1,200 万円以上 1,500 万円未満 

12．1,500 万円以上 

 

問６ ０～２歳児のお子さんの人数を入力してください。（数字を入力） 

０歳児 人 

１歳児 人 

２歳児 人 

3歳以上 人 

 

問６－１ 問６で回答した０～２歳児のお子さん（3 歳以上は除く）の保育所等の利用状況を

お答えください。お子さんが複数いる場合は、そのうち年齢の高いお子さんを１人

目として順にお答えください。（あてはまるものいくつでも） 

※各施設（①～⑧）の一時保育サービス等、一時的な利用は含まない。 

 

【１人目】          【２人目】            【３人目】    

①認可保育所 

②小規模保育所 

③家庭的保育者（保育マ

マ） 

④認定こども園 

⑤認証保育所 

⑥企業主導型保育所 

⑦幼稚園（プレ保育など） 

⑧その他の保育施設（ベビ

ーシッター等も含む） 

⑨いずれも利用していない

（家庭で保育） 

 ①認可保育所 

②小規模保育所 

③家庭的保育者（保育マ

マ） 

④認定こども園 

⑤認証保育所 

⑥企業主導型保育所 

⑦幼稚園（プレ保育など） 

⑧その他の保育施設（ベビ

ーシッター等も含む） 

⑨いずれも利用していない

（家庭で保育） 

 

 

問６－２ 保育所等は何を基準に選びましたか。あなたの考えにもっとも近いものを 1 つ選

んでください。（答えは１つ） 

１．保育の方針（保育内容） 

２．料金の安さ 

３．立地（家からの近さなど） 

４．評判・口コミ 

５．その他 

（         ） 

 

問７  あなたのご家庭では、毎月、保育所等に支払う合計金額は、どのくらいですか。 

※すべてのお子さんが、「⑨いずれも利用していない（家庭で保育）」の方は、問９にお進みください。 

左記に同じ 
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（答えは１つ） 

１． ０円 

２． 5,000 円未満 

３． 5,000 円以上 1 万円未満 

４． 1 万円以上２万円未満 

５． ２万円以上３万円未満 

６． ３万円以上４万円未満 

７． ４万円以上６万円未満 

８． ６万円以上８万円未満 

９． ８万円以上１０万円未満 

10． １０万円以上１２万 5,000 円未満 

11． １２万 5,000 円以上１5 万円未満 

12． １5 万円以上 

 

問８ ご家庭の経済状況を踏まえ、問７で示す保育所等に支払う合計金額（月額）の負担感につ

いて、あなたはどのように感じていますか。（答えは１つ） 

１．あまり負担とは感じていない 

２．負担できない額ではない 

３．少し負担に感じる 

４．かなり負担に感じる 

 

 

 

 ※お手元の資料１をご覧になり、問９から問１３にご回答ください。 
問９ （図表１をご参照ください）町田市の保育料の階層別区分は、国で定める８区分よりも、

より利用者の所得に応じた負担（応能負担）とするため、きめ細かく２７区分に定めてい

ます。あなたの考えにもっとも近いものはどれですか。（答えは１つ） 

１．町田市の階層区分は妥当である 

２．町田市の階層区分は細かすぎる 

３．町田市の階層区分はもっと細かい方がよい  

４．わからない 

 

問１０ （図表１及び２をご参照ください）国基準と町田市基準の保育料について、あなたの考

えにもっとも近いものはどれですか。（答えは１つ） 

１．国の基準額と比べてもっと安くてよい 

２．もっと国の基準に近い水準でよい 

３．国基準に比べると市の保育料は妥当 

４．わからない 

 

問１１ （図表３をご参照ください）０歳児は 1・２歳児と比べると、保育経費に対する市負担

額が高く、また保護者負担率が低いが、同一の保育料の区分となっています。あなたの

保育所等に関わる費用についてうかがいます 
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考えにもっとも近いものはどれですか。（答えは１つ） 

１．子どもの年齢（保育経費）に限らず、現状の１区分がよい 

２．０歳児の区分と１・２歳児の区分を分けた方がよい 

３．どちらともいえない 

 

問１２ （図表３をご参照ください）保育経費に対する保護者負担割合の妥当性について、あな

たの考えにもっとも近いものはどれですか。（答えは１つ） 

１．町田市の保護者負担割合は妥当だと感じる 

２．保護者負担割合は小さいと感じる 

３．保護者負担割合は大きいと感じる（もっと軽減すべき） 

４．どちらともいえない 

※お手元の資料２をご覧になり、問１３～１５にご回答ください。 

問１３ 児童１人あたりの月額の保育経費に対する市負担額は、２０１８年度から２０２２年度

にかけて増加しています。こうした保育経費に対する市負担額の上昇への対応について、

あなたの考えにもっとも近いものはどれですか。（答えは１つ） 

１．保育料の増額で賄うべきである 

２．保育料の増額と公費の両方で賄うべきである 

３．公費で賄うべきである 

 

問１４ 問１３で１または２と回答した方にお聞きします。保育サービスの公平性の観点から保

育料の改定を行う場合に、どのように改定するかあなたの考えにもっとも近いものはど

れですか。（答えは１つ） 

１．全体をバランスよく改定する 

２．０歳児の保育料のみを改定する  

３．高所得者の保育料を改定する 

４．その他（                                    ） 

 

問１５ 問１３で１または２と回答した方にお聞きします。保育サービスの公平性の観点から、

保育料の改定を行う場合、あなたはどの程度の増額が妥当だと思いますか。あなたの考

えにもっとも近いものはどれですか。（答えは１つ） 
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１．1,000 円未満の増額          ５．1 万円以上、2 万円未満の増額 

２．1,000 円以上、3,000 円未満の増額   ６．2 万円以上の増額 

３．3,000 円以上、5,000 円未満の増額   ７．その他（               ） 

４．5,000 円以上、1 万円未満の増額 

 

※お手元の資料３をご覧になり、問１６・問１７にご回答ください。 

問１６ ２０１８年度と２０２２年度の保育料の階層分布を比較すると、最高階層（D-24 階層）

の割合が増加しています。所得額に応じたより公平な負担とするために、現在の最高階

層の区分を見直すことについて、あなたの考えにもっとも近いものはどれですか。（答え

は１つ） 

１．階層分布の状況から、現在の最高階層よりも高い保育料の区分を新たに設けるべきである 

２．階層区分を見直す必要はない 

３．わからない 

 

問１７ 問１６で１と回答した方にうかがいます。現在の最高階層区分を分割し、階層数を増や

す場合の階層数について、あなたの考えにもっとも近いものはどれですか。（答えは１つ） 

１．１階層を新たに設けるべきである 

２．２階層を新たに設けるべきである 

３．３階層以上を新たに設けるべきである 

４．わからない 

 

 

 

 

問１８ 子育てを充実させるために必要と思われる施策は何ですか。 （答えは３つまで） 

１．保育の質の向上（子どもの主体性を育てる保育内容の充実、地域社会との交流、保育士の労働

環境の改善、保育施設の安全対策など） 

２．保育所等の施設の充実（増設や受入れ人数増など） 

３．特別保育の充実（延長保育、一時保育、病児・病後児保育、休日保育、年末保育） 

４．未就園児を対象とした預かりサービスの充実（こども誰でも通園制度（仮称）など） 

５．在宅保育の保育サービスの充実（ファミリーサポートセンター、ベビーシッターなど） 

６．幼稚園の預かり保育や預かり時間などの充実 

充実すべき保育施策のあり方についてうかがいます 
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７．子どもの居場所（子どもが過ごす場所・時間・人との関係性）の充実 

８．自治体や育児の専門家などが保護者の相談にのる機会の充実 

９．保護者同士の情報交換ができる場所と機会の充実 

１０．その他 

 

問１９ 最後に、町田市の保育サービスや子育て支援施策へのご意見等がございましたら、 

ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 


